
プレゼンテーション表紙サンプル （スライドサイズ 4：3 25.4 x 19.05cm）

特別活動の指導における
ＩＣＴの活用について



特別活動における１人１台端末の活用

集団や自己の生活上の課題を解決するために学習者用端末を活用して
• 生活場面を撮影したり、サイトにアクセスしたりして、必要な情報を収集し、学校生活や社会の問題を見いだす。
• 個人の意見を表明し合うとともに意見を比べ合い整理する。
• 解決方法を集団として合意形成、個人として意思決定する。
• 実践を撮影及び編集し、他者と共有したり、互いの記録を統合して次の課題解決につなぐ。

解決方法等の 話合い

学級活動・ホームルーム活動における活用例

特別活動の指導に当たっては、その方法原理である「なすことによって学ぶ」直接体験が基本であるが、指導内容に応じて、
適宜コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用し、児童生徒の学習の場を広げたり、学習の質を高めたりすることがで
きる。
特別活動の特質「集団活動、実践的な活動」の代替としてではなく、特別活動の学習の一層の充実を図るための有用な道
具としてＩＣＴを位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に活用することが重要。

学習用端末で「個別最適
化」だけでなく「集団や全体
の最適化」を

生活の課題を撮影し把握 進路の課題をサイトで収集 意見の出し合い、比べ合い

折り合いをつけ、決める

全員の意見が（平等
に）表明できてよかった。

話合い

生活の振り返り振り返りから見通しへ 清掃活動の改善
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特別活動における１人１台端末の活用

より充実した集団活動、実践的な活動、そして自発的、自治的な活動の実現のために学習者端末を
活用する
• 全校などの大きな集団の意思表明、合意形成に向けた学習
過程を大きく変え、話合い活動がより充実する。

• 活動の実態を客観的に把握し、集団においても適時的確に
共有できる。
• 生徒会活動や学校行事ではアイディアを効果的に伝播できる。
• イメージしにくい現象を動的にシミュレーションすることで、理解を
より深めることができる。

解決方法等の 話合い

地域の課題を撮影し把握 地域の課題を取材で収集 意見の出し合い（スピーチ）

新たな課題につなぐ

話合い

異年齢交流活動 地域貢献活動成果の確認

児童会・生徒会活動における活用例

集団が大きくなればなるほど、
情報共有や意見表明、集計な
どに学習者端末が効果を発揮

クラブ活動／学校行事
における活用例

体育祭の演舞をセルフチェック

遠隔地では合同生徒会議
で多様な意見聴取

共同編集でまとめ プログラミングクラブの設立を
タブレット使って児童が提案
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リモート学級活動・ホームルーム活動①

ICT端末を活用して“学級・ホームルーム生活をつくる”
コロナ禍の臨時休業期間中において、いくつかの学校で学習者端末を活用した朝の会や帰りの会（ＳＨＲ）、学級活動・ホーム
ルーム活動を実施していました。通常の特別活動同様に人間関係形成、社会参画、自己実現に大きく寄与したことがわかります。
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例：学級活動・ホームルーム活動
よりよい人間関係をつくる（自他を知る）

生徒の声
役割や希望をつくる（意欲を高める）

学級（ホームルーム）活動

例：朝の会（SHR）
生活のリズムをつくる、伝達事項を伝える

例：学級活動・ホームルーム活動
温かなクラスをつくる（めあてを決める）

朝の会（SHR）における端末活用に慣れてきたことを確認してリモート学級活動・ホームルーム活動へ。



リモート学級活動・ホームルーム活動②

中学１年 ICT端末を活用して“出会う”

【リモート学級活動後の生徒の感想】
◯話合い活動の約束があったので安心して発言する
ことができた。一日も早く、みんなと会いたいです。
◯バラバラの小学校から入学して、不安ばかりだった
けど今日の学活で改めて登校したいと思った。 5

学級活動・ホームルーム活動で仲間を知る

話合い活動の約束や意義を知る

学級（ホームルーム）活動

“会いたい”“学校に行きたい”意欲を高める

端末を活用した出会い

ポイント

中学１年生は、４月入学当初から臨時休業期間中であったため、学習者端末を通じて、学級・ホーム
ルームのみんなと初めて出会うことができました。



リモート学級活動・ホームルーム活動③

想定される端末のトラブル等もあら
かじめ周知し、対応方法を指導して
おく。
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学級（ホームルーム）活動

意思決定と表明

端末活用の技能や環境は個人差が大きく、入念な準備が必要。安心感ある風土の醸成など話合い活動
の基盤を整備する。※安心感ある発言や話合い活動の基盤は端末活用の技能や環境だけではない。

リモート学級活動・ホームルーム活動で学級・ホームルームづくり

ICT端末を活用して“話合い活動の基盤をつくる”

トラブルも想定

学級活動・ホームルーム活動の学習過
程を確認し、話合い活動、合意形成や
意思決定、実践への意欲付けを大事に

したい。

安心感ある風土の醸成

入学直後や年度初めには話合い活
動のルールや傾聴の態度を共有す
る。



リモートによる取組の参考

ICT端末を活用して

○リモートSHRがあったので生活のリズムができた。
○リモート学級活動でみんなの意見を知ることが
できてよかった。あと、みんなの顔が見られたの
もよかった。
○リモート朝の会があることで勉強のスイッチが
入った。
○リモートホームルーム活動で、本当なら見れな
いはずだったみんなの顔が見られて、元気に
なったしやる気も出た。
○リモートランチ会、心が温かくなった。
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教員の声

学級（ホームルーム）活動

児童生徒の声（写真はリモートランチ）

【リモート学級活動後の教員の感想】
◯生徒にとって何よりの活力になった。
○保護者に最も喜ばれた。
◯教員だからできること、しなければならない
ことが明確になった。
○特別活動の重要性を再認識した。
○リモート学級活動によって集団に安心感
が生まれた。
○画面の中でも生徒の顔を見て、私が一
番モチベーションを上げた。


